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 要  旨 
 
本論文では、WWWベースでの利用を想定した、自らの意志で学習を進めるという
形式でのCプログラミングの学習支援システムの構築を試みる。 
 プログラミングの学習においては、問題解決のためのアルゴリズムの作成技術を 
習得することが重要である。そこで、アルゴリズムの表記にPADを用いて、アルゴ
リズムを対話的に作成するツールPADエディタがJavaで構築されてきた。このツー
ルは、ウィンドウ上でPADを用いて、アルゴリズムを記述し、その実行結果や変換
したソースコードとの関連性から、プログラミングにおけるアルゴリズムの構造
の理解を視覚的に進めることができるように作成されている。しかし、このツー
ルには、PAD箱内に記述できる文字の制約、表現するシンボルの不足、アルゴリズ
ムの検証に十分な実行結果表示機能の不備、学習データの保存や再利用が不可能
というような問題があり、アルゴリズムの学習に十分に対応することができなか
った。そこで、これらの問題点を解決するために、 
(1) PAD図編集機能 
(2) PAD図とソースコードとの相互変換機能 
(3) アルゴリズム実行検証機能 
(4) サーバを介した保存・参照機能 
といった機能の強化・実装を行った。その結果、まだ、機能的に不十分な点は残
るものの、本システムを用いることで、アルゴリズムの作成において重要である
と考えられる、問題を大局的にとらえ徐々に詳細化して行く段階的詳細化の一連
の過程を学習することが可能となった。また、サーバ側での保存・参照機能を実
装したことで、学習情報を他の学習者と共有することが可能となった。 
 今回新しい機能の実装および既存の機能強化を行ったPADエディタは、クライア
ント側のシステムの一部となるものであり、サーバ側のシステムの詳細な考察お
よび実現には至らなかったが、本研究で目標とするシステムの実現は、十分可能
であり、学習支援システムの一つとして有効に機能するものと考えられる。 
 最後に、作成したシステムに追加すべき機能や、不足している事項として、コ
メントの反映機能、変換時のエラー提示機能、実行時解析能力、サーバ側のシス
テム等を課題として挙げ、今後の展望について述べる。 
